
・

  
・

  
・

課題  課題研修や演習をできるかぎり取り入れているが，個別指導的な研修を
効果的に取り入れていく必要がある。

改善策 次期学習指導要領を見据え，外国語や特別の教科　道徳などについて，ミ
ニ研修会などを効果的に実施し，ライフステージに応じ た資質・能力の向
上を図る。

函館市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 函館市で取り組んでいるアクティブ・ラーニング推進事業とも結び 付けた研
修を計画実施したことで，授業展開や学級経営の大切さなどを外部講師や
先輩教員から具体的に学ぶことができ，研修意欲の向上につながった。



〈概要〉
　中核市移行後の新たな研修体系の中に、教職経験者研修として、「２年次研修」「５年経験者研
修」を設定した。受講者の課題やニーズに沿った研修ができるよう、一般研修の中に、これらの教
職経験者研修の選択研修を設定した。また、「中堅教諭等資質向上研修」についても、青森県教育
委員会と協定を締結し、連携を図った研修を実施している。

(2)中堅教諭等資質向上研修 (3)選択研修
①　経営力・教師力アップ研修

※青森県教育委員会との連携
　他市町村との情報交換が重要な目的であ
る研修や、職務や研修内容によって、専門性
を高める必要のある研修は、青森県教育委
員会と協定を締結し、連携して研修を実施す
る。
（例：「中堅教諭等資質向上研修」の選択研
修を青森県総合学校教育センターで受講で
きるよう連携を図っている。）

②　授業力・指導力アップ研修

③　特別研修

３ 市民公開研修

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

《平成29年度中核市移行を機会とし、既存の研修を生かした新たな教職員研修体系の構築》

１ 基本研修（中核市移行による新たな研修の実施） ２ 一般研修（既存の研修を見直し、改善を図る）

(1)職務研修
(1)初任者研修

(2)準職務研修

　平成28年度の教職員研修体系として、大きく「職務研修」「準職務研修」「選択研修」の3つの柱を
設定し、研修を実施した。中核市移行前は、教職経験者研修は設定していなかったが、青森県教育
委員会と協議し、「準職務研修」の中に「10年経験者研修」における選択研修を設定した。選択研修
は、八戸市の課題としている「学級の中での特別の支援や配慮を要する子どもたちへの対応、特別
支援教育」や優れた教育実践にふれることのできる「八戸市の研究委員による研究発表」に関する
研修とした。

八戸市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

平成28年度八戸市教職員研修体系

職務研修・・・校長・教頭研修等、学校教育課題解決に資する職務対象の研修

準職務研修・・・八戸市の課題である「学級の中での特別の支援や配慮を要する子ども
たちへの対応、特別支援教育」に関する研修（10年経験者研修の選択研修として設
定）、また、今日的課題である「道徳教育・情報モラルに関する教育」、さらに「授業づくり」
に関する研修

選択研修
Ⅰ経営力・教師力アップ研修・・・ミドルリーダー養成、メンタルヘルスに関する研修
Ⅱ授業力・指導力アップ研修・・・授業づくり、学級づくりに関する研修
Ⅲ特別研修・・・八戸市の研究委員制度や幼保小連携等に関する研修
Ⅳ市民公開研修・・・ネット依存や子育てに関する講座、英会話・パソコン教室等、教職員
に加え、広く一般市民を対象とした研修

〈概要〉

基本研修と八

戸市の重点施

策に関する一般

研修を連結さ

せ、既存の研修

を生かす。

一般研修の中に、「２年次研修」「５年経験者

研修」の選択研修を設定し、受講者の課題や

ニーズに対応した研修の実施を図る。



・

・

・

・

・
・
・

各教科ごとのベテラン教員が授業を提示し、お互いの授業改善に
役立てることを目的と して始まった全市一斉授業研究会は７年目
を迎え、教師の授業力向上に大いに役立っている。

秋田市 

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 職務別研修や課題別研修など多くの講座において、県内外から
招いた講師による講話や演習を取り入れたことで、専門的な話や
実践例などを聞く機会を得ることができ、研修の充実が図られた。

小学校外国語や道徳の教科化に向けた、県内外の有識者を講師
とした研修会や授業研究会を実施。

課題 今後、教員の大量退職による若手教員の増加が予想されること
から、若手教員の資質・能力および専門性を高めるための体系的
な教職員研修が必要である。

小学校英語などの学習指導要領の改訂を踏まえ、時代や社会が
求める今日的な教育課題に対応できる資質・能力の向上を図るこ
とが必要である。

改善策 ２年目研修、若手教員研修会の新設。講師研修会の回数増。
専門研修の研修内容の工夫。



郡山市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

＜工夫１＞

教職員のライフステージに

応じた目標・役割を設定し、職

務遂行上必要な資質能力向上

に関する研修講座や教育の今

日的課題の解決に向けた研修

講座を見直し、新たな研修講座

を構築した。

＜工夫２＞

経験者研修Ⅰ（６年目）と経

験者研修Ⅱ（１１年目）の教科

指導に関する研修を同時開催

（２日間）とし、相互の教科指導

における見方・考え方の交流に

よる資質向上をめざすととも

に、人材育成を図るシステムを

位置付けている。

＜成果＞

経験者研修Ⅰ（６年目）と経験者研修Ⅱ（１１年目）の教科指導に関する研修を同時開催（２日間）と

したことにより、後輩教員は、先輩教員の具体的な実践事例から多くのことを学ぶことができた。ま

た、先輩教員は、ミドルリーダーとしての自覚が高まり、研修に積極的に取り組む姿が見られた。

＜課題＞

学習指導要領改訂を見据え、教科教育等の研修においては、授業参観を通した研修ではなく、改

訂の趣旨の理解を目的に、講義・演習の研修を実施した。

＜改善策＞

「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、複数の教科等において、提案授業をもとにした研修

講座を計画した。



いわき市①

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

工夫１ 　ライフステージにおけるねらいに沿って身につけたい資質・能力を明
確にして経験者研修を構成するとともに、研修全体に位置づけた。

工夫２ 　若手教員の研修は悉皆研修を主に、経験を積んだ教員研修で
は選択研修を多く設定した。



・

・

・改善策 　中堅教諭等資質向上研修を見据えつつ、中堅教員のミ
ドルリーダーとしての意識付けに資する研修を計画して
いる。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 　若手教員の育成については、計画的・系統的に進めら
れるシステムができた。

課題 　50代教員の大量退職を前に中堅教員の意識改革が進
んでいない。

いわき市②



宇都宮市①

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要



　

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 ・学校組織マネジメントを軸に，キャリア段階において身に付けるべき資質・能力を高める研修を実施
することにより，自己の教師力の向上が図られただけでなく，組織の一員として積極的に学校経営に
参画しようとする意欲も高めることができた。

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

　「宇都宮市教職員人材育成システム」において明確にした宇都宮市の教職員に求められる資質能
力を確実に育成するために， 「教育センター研修」を基盤に校内研修や自主研修への支援の施策等
も含めた体系とする。

工夫1

　教職員の資質能力の向上には，教職員自身の成長しようという意欲に裏打ちされた日常的な努力
が，集合研修（ＯＦＦ－ＪＴ）とともに不可欠である。 そこで，「教育センター研修」を基盤にしつつ，学校
における校内研修（ＯＪＴ）や教員の自主研修が効果的に進められるよう，校内研修支援及び自主研
修支援に係る施策事業の関連や連携についても明確化している。

工夫２　

宇都宮市②

・教職10年目と教職5年目教員とが合同で教科別研修を実施し，さらに，教職10年目教員から各教科
1名ずつの代表による研究授業を実施した。教職10年目教員にとっては，メンターとして，若手にどう
支援し，助言すべきかを学ぶよい機会となるとともに，教職5年目教員にとっては，５年後の姿を学ぶ
よい機会になり，互いに学びの多い研修となった。

課題 ・大量退職，大量採用により，中堅教員の資質・能力の向上を計画的に図ることが必要である。上と
下をつなぐミドルリーダーとして教職20年目を対象に研修を実施していたが，教職10年目から20年目
の間には，宇都宮市の中核としてリーダーシップを発揮し，職務に当たれるような研修システムを構
築していくことが課題である。

改善策 ・教員一人ひとりがキャリアステージごとに求められる資質・能力を示した栃木県教員育成指標を達
成できるよう，宇都宮市教職員が「キャリア段階に応じて高めるべき資質・能力」と「教育センター研修
（基本研修並びに指名研修）」の研修内容との関係を明確化した宇都宮市教育研修計画を策定する
ことで，内容の改善を図っていく。



・

・

改善策 ・

前橋市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 　中堅層の教員数が少ないこともあり、当該中堅層の学校経営へ
の積極的な参画が喫緊の課題である、そのような点において、中
堅教諭の資質向上につながる研修を実施することができた。

課題 　初任者から１０年目までの教員への研修を系統的に見直し、経
験年数を経る毎に「与えられる研修」から「求める研修」への質的
転換を図り、「学び続ける教員」の基盤作りをする必要がある。

　初任者～４年経験者までは、基礎的な指導力向上に重点を置く
とともに、５年経験者から６年経験者については、自己課題研修
に重点を置くなどして、「与えられる研修」から「求める研修」への
質的変換を図っていく。

　中堅教諭の育成を目指すため、学校経営参画力育成研修を企画し、学校組織
マネジメントや危機管理等を重点に研修を実施している。

　長期研修員研修では、教育研究と学校経営研修の２本柱で研修を企画すると
ともに、群馬大学教職大学院とも連携し、講義を受講したり、大学教員から研究
の方向性について助言を受けたりと、研修の充実を図っている。

工夫１

工夫２



改善策　メンター制を照会するリーフレットを校内における人材育成の参考と
して全教職員に配布した。

高崎市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

工夫 　メンターチームを意識した経験年数の異なる教員の合同研修によっ
て校内における人材育成に役立つ経験者研修を行っている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 　各学校において、若手の人材育成を担う先輩教員や中堅教員が育
ち、活躍している。

課題 　ベテラン教員の意識改革が難しい。
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合同研修

1コマ

自己課題の話

合同研修1コマ

15年目経験者からのアドバイス

合同研修２日

・１０年目の模擬授業

と授業検討会

・５年目代表授業と

授業検討会



・

・

改善策 個々の年次研修で計画していた教科別研修を合同に企画し、メン
ター方式を取り入れ受講者の研修意欲の向上を図る。

越谷市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 初任者研修から中堅教諭等資質向上研修まで計画的に研修を実
施しているため、資質向上が図られている。また、研修講師を市
内の教員で招聘しているため、講師となった教職員の自覚が高ま
り、普段の研修へ積極的に取り組む姿勢がみられるようになっ
た。

課題 各年次研修ごとに中学校で教科別研修を計画すると、少人数の
研修となり研修内容が深まらない場合がある。



船橋市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成 果 ・小学校外国語活動に関する研修及び中学校英語に関する研修については、県の悉皆

研修と重複するため希望研修とし、内容を充実させた。

・デンマークから講師を招いて主権者教育に関する研修を実施した。

・シンキングツールを用いて授業改善を図る研修を行った。

・保健体育の新規研修として、ダンス指導を取り入れた。

・他にも、「船橋の教育」を踏まえ、研修内容及び方法の工夫と改善を行った。

課 題 ・教職員層の変化に対応した層別研修を、効果的かつ計画的に実施する。

・国や県、市の推進する施策や重要な教育課題、教職員のニーズ等に応じた研修を

新規開設するとともに、整理・統合を行う。

改善策 ・今日的な課題である特別支援教育及び情報教育に関する研修の充実を図る。

・中期層教員の指導力向上を図るため、「新任生徒指導主事研修」及び「ミドルリーダー

養成研修」を新規で実施する。

・新学習指導要領を踏まえるとともに、ＩＣＴ機器の活用を重視した授業に関する研修を

行う。



柏市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等
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【（研）初任研】

【（研）特別支援教育管理職研】

【（生）人権尊重教育研】

【（研）主任層育成研】

【（研）１０年研】

【（生）教育相談担当者研】

【（研）特支新担研】

【（研）夏季研修講座】

【（研）特別支援教育ＣＯ研】

【（研）キャリアアップ研修】

【（研）５年研】

【（研）１年研】

【（研）６年研】

【（指）英語スキルアップ講座】

【（指）教科主任等研】

【（指）道徳教育推進教師研】

【（研）初任研】

【（研）１年研】

【（研）２年研】

【（研）５年研】 【（研）１０年研】

【（研）キャリアアップ研修】

【（研）夏季研修講座】

【（研）夏季研修講座】

【（研）夏季・冬季情報活用研修】

【（研）新任校長研】

【（研）新任教頭研】

【（研）２年目校長研】【（研）新任教務主任研】

【（指）教務主任研】

【（指）研究主任研】

【（指）司書教諭研】

【（指）小動物飼育研】

【（教）事務職員研】

【（保）保健主事研】

【（保）養護教諭研】

【（保）栄養士研・給食主任研・給食関係職員研・栄養教諭研】

【（研）初任研】 【（研）１０年研】

【（研）学校経営研】

【（研）キャリアアップ研修】

【（研）夏季研修講座】

【（研）初任研】

【（研）６年研】

【（研）５年研】

【（研）特支新担研】

【（研）１０年研】

【（研）主任層育成研】

【（研）主任層育成研】

【（研）２年研】

【（研）特支新担研】

【（研）２年研】

【（研）２年研】

【（研）６年研】

【（研）６年研】

【（研）研究主任研】

【（研）教務主任研】

【（研）新任教頭研】

【（研）新任校長研】

【（研）初任者指導教員研】

【（指）道徳教育推進教師研】

【（研）大学連携講座】

【（指）教科主任等研】

成果  ・初任者の時に感じた課題意識をもとに，２年目，３年目と自己の教育実践研究に

つなげることができている。 
 
    ・５年経験者研修・１０年経験者研修では，初任者に助言する機会を得ることによ

って，自らのメンター的な役割を意識し，若手リーダー・ミドルリーダーとして

の自覚を持つことができた。 
 
課題  ・校外研修においての研修だけでなく，校内における経験者研修をいかに充実させ

るか，校内でのＯＪＴを機能させていくにはどうすればよいかが課題である。 



課題①八王子市の教員の年齢構成の特徴は、２０代から３０代の教員数が全体の半数を超え、毎年１００名以上
の新規採用教諭が赴任しており、若手教員が急速に増え、経験の浅い教員が日常の教育指導はもちろんのこ
と、校務分掌等においても重要な役割を担わなければならない状況になっている。また、他地区から異動してくる
若手教員も多いため、八王子市に配置された教員に、学校を取り巻く地域の「人・もの・こと」に触れながら、子供
たちが生きる地域に愛着をもち、子供たちに生きる力を育んでいくことができる資質・能力を身に付けさせる必要
がある。

八王子市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果①平成２７年度と同様、「職層に応じて求められる資質・能力」を育成するために、職層ごとに求められる資
質・能力の育成に特に焦点を当てた「スポット研修」を設定し、従来実施していた研修の他に、教育委員会の各部
署だけではなく、市長部局の各部署や関係機関等と連携し、教職への使命感を身に付けるための「新規採用教
員任用前研修」、教職公務員としての自覚を高めるための「接遇マナー・コミュニケーション能力向上研修」、専門
的な知識・技能を向上させるための「地域理解・教材化研修」を実施することで、資質・能力の向上を図ることがで
きた。

成果②学校運営に貢献する力を向上させるための「企業等体験研修」や学校運営上の課題解決能力を身に付け
る「学校運営リーダー養成研修」等を設定することで、それぞれの職層に求められる資質・能力の向上を図ること
ができた。



成果　　　　・初任者研修で模擬授業を全員が行い、より実践的な授業力の向上を図った。
　　　　　　　・教職10年経験者研修の研究授業および協議において、教科の専門性をより重視
           　　　した視点で指導助言を行った。

課題　　　　・教職員の職務が多忙化するなかでの研修の実施。
　　　　　　　・管理職の力量を向上させる研修の実施。

改善策　　 ・採用１年目で全ての初期研修を終えるのではなく、２年目研修や３年目研修
                など若手教員のための研修を継続させ、初任者研修の弾力的な運用を行っ
                ていく。
　　　　　  　・10年経験者研修と免許状更新講習の重なりに配慮し、受講時期に幅を持たせ
　　　　　　　　る。
　　　　　　　・人材育成の視点から、総括教諭（主幹教諭）のグループリーダーとしての意識をさらに高め
             　 るとともに、学校運営を補佐する力を身に付けていく研修を実施する。

横須賀市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

工夫１　　10年経験者研修と初任者研修における公開授業研修を合同開催とし、10年経験者のミドルリーダー
　　　　　　としての力量育成を図っている。

工夫２　　校内研修にペア・グループ研修を位置づけ、校内における人材育成の促進を図っている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等



成果

課題

改善策

・初任者が6年次教職員研修会の授業研究に参加することにより、先輩教員の授業か
ら、目指す授業の姿が明確になったり、多くの工夫点を実感し現場で生かそうとする姿勢
が高まったりした。

・6年次教員が先輩教員の勤務校へ出向き、半日、授業や学級経営を参観、指導を受け
ることで、自らのこれまでの取り組みを振り返り、次のキャリアステージの目標を持つ機
会となった。

・初任者と6年次教員研修会とのつながり、6年次と先輩教員とのつながりの場は、効果
的だが、研修の日だけの満足感に終わらないように、勤務校でもいかに生かしていける
かが課題である。

・「校長等連絡協議会」や「初任者指導教員等研修会」において、センターにおける研修
のねらいや状況を伝えるとともに、勤務校における研修でつなげてほしいことや、校内の
OJTの機能を一層充実させ、校内の先輩教員とかかわり、学ぶ機会を多く設定してほし
いことを伝えていく。

富山市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等



・

・

・改善策 学校組織マネジメント研修の内容の充実を図った。

金沢市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 ４年目研修と１０年経験者研修との合同開催等、経験年数の違う
受講者の学び合いにより、双方の育成に効果的であった。

課題 １１年目教員の指導力において、ミドルリーダーとしての組織意識
とマネジメント力を育成する必要がある。



長野市①

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要



工　夫　

　

　　　　　　　　　
成　果　　・10年経験者の研修（授業公開研究）の参観者に５年経験者と
　　　　　　　２年次研対象者を加えることで、授業後の研究会では、経験
　　　　　　　年数の異なる教職員の実践交流を図ることができた。
　　　　　　・３年次研修では、市内幼稚園・保育園・高校の協力を得て、
　　　　　　　「幼保・小・中・高の異校種体験研修」の充実を図った。幼保小、
　　　　　　　小中、中高の連携に関わる意識を一段と高め、自校での指導
　　　　　　　に生かすことにつながった。

課　題　　・43～44歳の経験者研修以降が、管理職研修のみとなっている。

改善策 　・40代後半の管理職以外の教職員の力量向上を図る研修につい
　　　　　　　て、整理、構築するとともに、研修体系に位置付ける。　

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

　研修講座を教職員の力量別に分類し、教職員が自分自身のキャリアステー
ジを見通し、段階的にキャリアアップを図っていけるように、「研修計画（研修
体系）」を作成。研修履歴と併せて、市内全教職員に配布し計画的なキャリア
アップを図れるよう支援している（２９年度より）。

長野市②



成果 ・

課題 ・

改善策 ・ 初任者研修のプログラムに、３年目、４年目研修対象者とのクロ
ス研修を位置付けるとともに、経験年数の異なる教員同士が互い
に学び合うメンターチームを促進する研修を実施する。
１２年目研修では、スクールマネジメントや危機管理の研修を実施
する。

岐阜市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

経年研修における教員のめざす姿と研修内容の連動を図ること
ができた。

若手教員が自主的に学び合う研修の仕組みをつくる必要がある。
１２年目研修では、学校のミドルリーダーとして主体的に学校経営
に参画できる力を一層高める必要がある。



豊橋市①

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

1 組織的研修(校内・ブロック)　　　　　　　（現研）※

2 個々の自主研修　　　　　　　　　　　　　（現研）

3 初任者研修会　　　　　　　　 　 　　　　（市教委・現研）

4 若手（３年目）教員研修会　　　　　　　　（市教委・現研）

5 新進（５年目）教員研修会　　　　　　　　（市教委・現研）

6 中堅（１１年目）教員研修会　　　　　　　（市教委・現研）

7 指導的（２０年目）教員研修会　　　　　　（市教委・現研）

8 初任養護教諭研修会　　　　　　　　　　　（市教委・現研）

9 若手（３年目）養護教諭研修会　　　  　　（市教委・現研）

10 新進（５年目）養護教諭研修会　　　　　　（市教委・現研）

11 中堅（１１年目）養護教諭研修会　　　　　（市教委・現研）

12 指導的（２０年目）養護教諭研修会  　　　（市教委・現研）

13 初任事務職員研修会　          　　　　　（市教委・現研）

14 若手(２年目)事務職員研修会　　　　　　　（市教委・現研）

15 中堅（５～７年目）事務職員研修会  　　　（市教委・現研）

16 指導的（２０年目）事務職員研修会　　　　（市教委・現研）

17 新任校長研修会　　　　　　　　　　　　　（市教委）

18 新任教頭研修会　　　　　　　　　　　　　（市教委）

19 新任教務主任研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

20 新任校務主任研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

21 校長研修会　　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

22 教頭研修会　　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

23 教務主任研修会　　　　　　　　　　　　　（市教委）

24 校務主任研修会　　　　　　　　　　　　　（市教委）

25 教科等指導員研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

26 拠点校指導教員研修会　　　　　　　　　　（市教委）

27 進路指導主事研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

28 生活サポート主任研修会　　　　　　　　　（市教委）

29 特別支援教育コーディネーター研修会　　　（市教委)

30 生徒指導主事・主任研修会　　　　　　　　（市教委）

31 外国人児童生徒教育担当初心者研修会　　　（市教委）

32 外国人児童生徒教育担当者研修会　　　  　（市教委）

33 特別支援学級担当初心者研修会　　　　　  （市教委）

34 通級指導担当教員研修会　　　　　　 　 　（市教委）

35 新任保健主事研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

36 主任養護教諭研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

37 養護教諭研修会・養護教諭ブロック連絡会  （市教委）

38 司書教諭初心者研修会　　　　　　　　　　（市教委)

39 事務職員全体研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

40 新任事務長研修会　　　　　　　　　　　　（市教委）

41 新任主査研修会（事務）　　　　　　　　　（市教委）

42 新任事務主任研修会　　　　　　　　　　　（市教委）

43 事務長研修会　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

44 主査研修会（事務）　　　　　　　　　　　（市教委）

45 主任研修会（事務）　　　　  　　　 　　（市教委）

46 給食主任研修会　　　　　　　　　　　　　（市教委）

47 栄養教諭・学校栄養職員研修会　　　　　　（市教委）

48 １年目常勤講師等研修会　　　　　　　  　（市教委）

49 課題研究　　　　　　　　　　　　　　　　（現研）

50 専門研修・自主研修等　　　　　　　　　　（現研）

51 研究部研究大会　　　　　　　　　　　　　（現研）

52 実技研修講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

53 教科教育講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

54 理科実験講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

55 人権教育講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

56 生徒指導講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

57 情報教育講座　　　　　　　　　　　　　　（市教委）

58 生活サポート講座　　　　　　　　　　　　（市教委）

59 発達障害児童生徒理解講座　　　　　　　　（市教委）

60 キャリア教育講座　　　　　　　　　　　　（市教委）

61 リスクマネジメント講座　　　　　　　　　（市教委）

62 学校危機管理講座　　　　　　　　　 　　 （市教委）

63 情報セキュリティ講座　　　　　　　　　　（市教委）

64 不祥事防止講座　　　　　　　　　　 　　 （市教委）

65 メンタルヘルス講座　　　　　　　　 　　 （市教委）

66 道徳教育推進講座　　　　　　　　　　    （市教委）

67 食物アレルギー実技研修講座　　　　　    （市教委）

 68 ライフスキル教育研修　　　　　　　　　  （市教委）

69 教育研究リーダー養成研修　　　　　　　　（県教委）

70 豊橋・浜松・飯田教員交流研修　　　　　　（市教委）

71 英会話・外国人教育指導者養成海外派遣研修（市教委・現研）

72 市役所人事課研修　　　　　　　　　　　　（市役所人事課）

73 大学院派遣　　　　　　　　　　　　　　　（県教委）

74 教育研究発表会　　　　　　　　　　　　　（市教委・現研）

75 教育論文演習　　　　　　　　　　　　　　（市教委・現研）

76 研究委嘱等研究発表　　　　　　　　　　　（市教委・現研）

※現研：豊橋市立小中学校現職研修委員会
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指
導

・
援

助
 

 
 
 

 
 
企

画
・
連

絡
・

調
整

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
経
営

・
管

理
 

研
修

種
別

 
研

修
目

的
 

基
本

研
修
 

【
経

験
に

よ
る

】
 

 
教

職
経

験
に

応
じ

て
体

系
的

・
総

合

的
な

研
修

を
行

い
，

教
育

専
門

職
と

し

て
の

資
質

向
上

を
図

る
。

 

    

職
務

研
修
 

【
分

掌
に

よ
る

】
 

 
学

校
経

営
に

関
す

る
資

質
能

力
や

，

職
務

遂
行

の
た

め
に

必
要

な
知

識
・

技

能
等

の
向

上
を

図
る

。
 

課
題

・
専

門
研

修
 

【
希
望

制
】

 

 
職

務
に

関
す

る
課

題
や

教
育

課
題

に
対

応
す

る
た

め
の

資
質

向
上

を
図

る
。

 

 

特
別

 

研
修

 

派
遣
 

研
修
 

 
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

・
大

学
院

等

で
，

自
ら

の
研

究
主

題
を

設
定

し
，

理

論
的

・
実

践
的

な
研

究
を

行
う

。
 

 

全
体
 

研
修
 

 
教

育
論

文
の

応
募

や
研

究
委

嘱
校

の
発

表
で

教
育

課
題

に
対

応
す

る
。

 
 

校
内

研
修

 

（
Ｏ

Ｊ
Ｔ
）

 

 
学

級
経

営
力

や
授

業
力

，
教

員
と

し

て
の

資
質

を
高

め
る

研
修

 
 

研
究

部
等
研

修
 

 
各

教
科

・
領

域
等

で
の

専
門

性
を

高

め
る

研
修

を
行

う
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
※

論
文

演
習

等
で

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ
研
修

の
活

用
を

進
め
る
 

 

 

生
徒

指
導

･生
活

サ
ポ

ー

ト
･保

健
・
進

路
指

導
主

事
 

教
務

・
校
務

主
任

 

教
科

等
指
導

員
 

新
任

校
長

･教
頭

 

校
長

・
教

頭
 

教
育

公
務

員
と

し
て

の

自
覚

や
使
命

感
，
社

会
人
と

し
て

の
幅

広
い

知
見

を
養

う
と

と
も
に

，
教
育

活
動
に

必
要

な
基

礎
的

な
知

識
及

び
技

能
を
身

に
つ
け

る
。
 

教
育

課
題

を
明

ら
か

に
し

，
教
科
指
導

や
学
級

経
営

を
は

じ
め

と
す

る

専
門

的
知

識
技

能
の

向

上
を

図
る
。
 

教
育
課
題
を

ふ
ま
え

，中

堅
教

員
と

し
て

の
自

覚
と

使
命

感
を

高
め

る
と

と
も

に
，実

践
的
指

導
力
と

学
年

等
の

分
掌

経
営

に
関

す
る

力
量

を
図
る

。
 

指
導

的
教

員
と

し
て

の

立
場
と

役
割
を
自
覚

し
，広

い
視
野

に
立
っ
て

，教
育
活

動
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

理
解
を

深
め
る
。
 

学
校

経
営
・
管

理
を
円

滑

に
行
う

た
め
に

，管
理
職

を

中
心

と
し

て
の

識
見

を
高

め
，経

営
力
量
と

指
導
力

の

向
上
を

図
る
。
 

教
育

研
究
リ

ー
ダ
ー

養
成
研

修
・

社
会

体
験
型

研
修
・

海
外
派

遣
研

修
 等

 

 

教
科

指
導

講
座

，
実
技

研
修
講

座
・

キ
ャ

リ
ア
教

育
講
座

 等
 

（
 教

科
領

域
等

の
研
修

 ）
 

 

情
報
教

育
講

座
（

情
報
モ

ラ
ル
を

含
む

），
発
達

障
害

児
童

生
徒
理

解
講
座

 

等
 

（
 教

育
課

題
へ

の
研
修

 ）
 

教
育

論
文

・
教

育
研
究

発
表
会

・
研

究
委

嘱
校
発

表
会

 等
 

校
内

現
職

研
修
・

ブ
ロ
ッ

ク
現

職
研

修
 

教
科
等

研
究
部

研
修
【

小
学

校
１

６
研
究

部
・
中

学
校
研

究
１

６
部

・
共
通

５
研
究

部
】

 

教
師

の
あ

る
べ

き
姿

 

○
 

学
級

の
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
を

こ
の

子
と

と
ら

え
，

そ
の

持
ち

味
を

は
っ

き

り
と

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
 

子
ど

も
の

人
間

と
し

て
の

尊
厳

を
最

大
限

に
認

め
る

と
と

も
に

，
か

け
が

え

の
な

い
存

在
と

し
て

慈
し

む
教

師
 

○
 

子
ど

も
に

寄
り

添
い

，
子

ど
も

の
伸

び
よ

う
と

す
る

芽
を

敏
感

に
と

ら
え

，

ひ
た

す
ら

こ
の

子
の

輝
き

を
引

き
出

そ

う
と

学
び

続
け

る
教

師
 

５
年

目
 

研
修

 

初
任

者
 

研
修

 

11
年

目
 

研
修

 

20
年
目

 

研
修

 

３
年
目

 

研
修

 



改善策   研修内容を吟味し，研修回数の見直しや研修の内容の管
理や統合を行うとともに， 校内で若手を育てることに重点を
置き，ＯＪＴによる校内研修の充実を図った。

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 　 経験の浅い教員の割合が増えていく中で，指導的教員が
指導者となり，校内でＯＪＴシステムが確立されてきている。

   3年目で学級経営，5年目で教科指導に特化した研修，２０
年目でのミドルリーダー研修を系統的・計画的に開催するこ
とで，教職経験に応じた自覚を促し，力量を身につけてい
る。また，校内研修や研究部活動との連動により，実践的な
力を身につけることにつながっている。

課題 　校内での若手が増え続けることで，校外研修の対象者が
多くなっていく。学校から離れる研修回数が多いと学校運営
に支障をきたす事態も起こり得ると考えられる。

豊橋市③

工夫１    教職経験に応じた「求められる資質」を設定し，経験を重
ねていくごとに，学校経営への参画意識を高めていく研修体
系なっている。

工夫２ 　 経験年数に応じた教職研修に加え，日常的な校内研修や
「各教科・領域等での専門性を高める」研究部等研修を関連
づけて実施するこで，教職員の力量向上の強化を図ってい
る。



岡崎市

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

教科指導員については、教科指導員研修で各教科・各領域の指
導員が自らの資質向上のための研修を重ねた上で、市内の学校
に派遣され、研究授業を観察し助言している。当該研修により、平
成28年度についても、岡崎市全体の教員の授業力向上を図るこ
とができた。

愛知県教育委員会が策定する教員の育成に関する指針に基づ
き、中堅教員等の研修を充実させる。

  平成29年度の改善策等

　平成28年度の成果



豊田市①

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要



・キャリアステージに応じた目標・役割を設定し、具体
的な目標を設定できるようにしている。

・１０年経験者研修と初任者研修における合同開催
等、５年経験者と若手教員との校内OJT研修など、相
互の人材育成を図るシステムを計画に位置付けてい
る。

平成28年度教職経験者研修を含む教職員研修全体の体系図・取組等の概要

豊田市②



・

・

・

・

・

・ 多忙化解消のため、研修の内容を精選し、削減・統合による研修のスリム化
を図っている。

管理職は、自校の教員の実情とキャリアステージに示された資質・能力とを
比較し、客観的に判断できるようになった。自校の強み、弱みを知ることが
でき、校内OJTの方針を立てやすくなった。

課題
経験年数が１０年未満の教員数が多いため、メンターの中堅教員が不足し
ている。

経年経験者研修の参加者数が激増しており、従来の研修方式では、参加者
の学びが浅くなっている。集合研修から校内OJTの充実が望まれる状況に
なっている。

改善策 ワークショップ形式の研修を多く取り入れ、参加者がより主体的に参加でき
るように研修を工夫している。

豊田市③

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 人材育成プランを指標として、教員の適切な目標設定が可能になった。教員
は、自分の設定した具体的な目標を意識した研修や日々の授業への取組
ができるようになった。
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